























する非ヒストンタンパクで4)，DNA 結合能を持つ A 
box，B box，さらに酸性アミノ酸が連続する acidic tail 
から構成されている．HMG には HMGA，HMGB，
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PCR で，７種類の炎症因子の発現量を ｹﾝactin を対照
として定量化した．抗 HMGB1 単クローン抗体投与群
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図３　Anti-HMGB1 mAb を用いた脳組織の HMGB1 陽性細胞の検出．矢印を示したのは細胞核の陽性反応


















ミクログリアにおける iNOS と TNFﾝｸ の誘導によっ
て虚血脳障害は促進させる18,19)．
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図７　脳組織におけるサイトカイの発現誘導
虚血再還流６時間後，大脳皮質部と線条体部について非虚血側，ペナンブラ，梗塞巣から一定面積を打
ち抜きによりサンプリングした．総 RNA を抽出し，Real-time PCR で，７種類の炎症因子の発現量を 
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